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＜「ザ・パー
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※国崎信江氏
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■訓練の様子（写真） 

安否確認訓練 

   
▲防災組織が各戸の安否表示を確認      ▲安否確認情報を災害対策本部で集計 

 

マンホールトイレ組立訓練 

   
▲マンホールトイレの組立訓練   ▲トイレ設置に適する下水道本管寄りマンホールの位置確認 

  
 ▲排水管が使えないことを想定した凝固剤の使用体験 

 

被災生活ワークショップ 

    
 ▲「そなえるカルタ」を用いたディスカッション ▲ディスカッション結果の発表 
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＜「自ら行動する」ことを目指した防災プログラムと「防災計画書」＞ 

「ザ・パークハウス」では、売主である三菱地所レジデンス、管理会社である三菱地所コミュニティが、

グループで管理組合の初動をサポートし、最終的に管理組合、各居住者が「自ら行動する」ことを目指して

います。 

各物件の管理組合に対し入居開始時点で三菱地所レジデンスから「防災計画提案書」を提供。入居後、提

案書をベースに、管理組合にて管理会社等と共に物件オリジナルの「防災計画書」を作成いただいています。

「防災計画書」を活用した防災訓練を繰り返し行うことで、管理組合や居住者が防災計画を「我が事化」し、

意識に根付かせるだけでなく、そこでの気付きや反省点を居住者がレビューすることで次につなげていくＰ

ＤＣＡサイクルを実践し、防災・減災の実効性を高めていく道筋を描いています。 

 

参考：防災計画書に記載される主な事項(「ザ・パークハウス 津田沼奏の杜」の場合) 

・本部長を始め、情報班・消火班生活班他から形成される「災害対策本部」の設置 

・発災期における安否確認情報の集約と伝達 

・被災生活期における「マンホールトイレ」の設置等 

 

防災計画の策定と進化の流れ 

 

 



＜今後の展開について＞ 

 今後も、三菱地所コミュニティ及び三菱地所レジデンスは、入居時の「防災計画提案書」の提供に始まり、

管理組合のニーズに合わせて、より実効性の高い防災訓練を目指して取り組みます。 

 また、本年 5 月には、三菱地所コミュニティが管理受託しているマンション居住者を対象に、東京国際フ

ォーラムにて防災フェアを開催予定です。セミナーや「そなえるカルタ」のワークショップ等を開催し、防

災意識向上に寄与する情報や体験を提供します。 

 

＜「防災倶楽部」について＞ 

 三菱地所グループでは、1923 年に発生した関東大震災以降、約 90 年に渡り大規模な防災訓練を実施して

おり、グループ全体で防災・減災に取り組んでいます。今般、マンション管理組合の防災組織・訓練を進化・

深化することを目的に、三菱地所レジデンスの社員有志約 70 名によるボランティア組織「三菱地所グルー

プの防災倶楽部」を立ち上げました。今回実施した「ザ・パークハウス 津田沼奏の杜」の防災訓練にも「防

災倶楽部」メンバー約 35 名が参加。管理会社として三菱地所コミュニティが管理組合の防災訓練へ協力す

るだけでなく、売主である三菱地所レジデンスもトイレの備えの重要性の説明、マンホールトイレ組立訓練、

ワークショップなどに協力しました。 

 「防災倶楽部」は防災訓練への協力だけでなく、被災地で活動する人々との連携、勉強会の開催、防災備

品使用訓練といった活動を通して、「ザ・パークハウス」の防災力を高めていきます。 

 

＜「被災地から学ぶ・被災地とつながる」＞ 

東日本大震災では、地域で被災した人々が自らの職業や技能を活かし、他の困っている方々のために援助

の手をさしのべたことが、大きな力になりました。三菱地所レジデンスでは、「復興応援団」の協力のもと、

こうした方々を取材した具体例のリーフレットと居住者アンケートシートを作成。こうした具体例を居住者

に伝え、各居住者が有事の際に役立てる情報を管理組合が集めやすい仕掛けづくりをしています。 

   

 

参考：ザ・パークハウスの防災プログラム HP (http://www.mecsumai.com/bousai/) 

 

以 上 


